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【背景】

本邦では､09年の新規透析導入患者の原疾患の約

44.5%が糖尿病性腎症によるものとなっている｡しか

し､透析導入後の血糖管理については定まったコソセ

ソサスはない｡また今までの糖尿病治療では､透析患

者においてインスリンや抗糖尿病薬の遷延により低血

糖が生じやすいため､厳密な管理は困難であった｡

当院では､糖尿病を有する血液透析患者の中で､以

下の項目を満たす患者に対 し､新たに認可された

DPp-4阻害薬による治療を開始している｡(む自己

イソスリソ分泌が残されていると推定される患者､②

予後不良が予測される活動性疾患を有きない患者､③

高血糖の持続や低血糖の頻発など血糖管理が困難な患

者､④低血糖症状や体調不良などの際に､自己で判断

し施設側に伝えられる認知能力と疎通性のある患者｡

【症例】
10年7月から11年 2月までにDPP-4阻害薬の治

療を開始した症例は11例認められ､治療の自己中断な

どを除外し､8症例について､副作用､低血糖の発症

や血糖管理の改善の有無､さらに体重コソトロールな

ど透析に必要な自己管理などの改善について評価を行

った｡

【結果】

DPp-4阻害薬による治療開始後､低血糖の発症

は認められず､食後血糖は横ばいまたは微増となって

いた｡HbAIcは多くのケースで減少､または横ばい

となっている｡また､体重増加率の変化では約半数に

体重変化率の低下が認められた｡

【結語】

糖尿病を合併する透析患者において警戒すべき､低

血糖の発症や高血糖による口渇 ･多飲などの問題の解

決に､DPp-4阻害薬は有用である可能性があり､

今後､当院を含めた当該地域施設における､透析患者

への糖尿病治療のさらなる向上につなげたい｡
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